
【傾斜ブラケット　寸法図】

DA-19-0

■部品明細

■ 耐荷重　　複車：40㎏/1個（最大荷重）

【MTC-HR2000/3000/4000】

【MTC-HR200R】

【MTC-HRC】

【MTC-OB】

【MTC-AB】

【MTC-KB】

【MTC-4W】

【MTC-ES】

【MTC-JB】

【 ー 】 受注生産品

【品　番】

レール

番号 品　 名 付属品

①

②

③

④

連結部品
・波型ロールピン 　２本
・ Ｍ４×８ 六角穴付き止めねじ   ２本

・ φ４×１３ ドリルねじ（なべ）  　１本

・ Ｍ４×８ 六角穴付き止めねじ   ２本

・ Ｍ５×１２ 十字穴付きなべ小ねじ
　　　　　　　　　  （３点セムス）   ２本

・ Ｍ５×１２ 十字穴付きなべ小ねじ
　　　　　　　　　  （３点セムス）   ２本

⑤

レール溝カバー⑦

取付調整金具

⑥

⑧

⑨

⑩

カーブレール

縦カーブレール

天井ブラケット

傾斜ブラケット

複車

エンドストッパー

※１  ブラケットピッチ500mmの間に
　　　 複車１個あたり30㎏を２個まで
　　　 吊る事が可能

※本製品はセット販売ではありません。

マテハン用部品 パイプレール仕様  ＭＴＣ型 取 付 説 明 書

500mm(100mm以内)

600mm(100mm以内)

750mm(100mm以内)

40㎏
40㎏
25㎏

60㎏
40㎏
25㎏

 ブラケット取付ピッチ
(レール端部からの取付位置)

レール耐荷重
（ブラケット間）

複車 耐荷重
（1個）

※１

【傾斜ブラケット】 について

施 工 方 法

（受注生産品）

縦カーブレールの取付け

十字穴付き六角ボルトをプラスドライバー等

で回し、L型金具を動かすことで、吊り位置を

調整することができます。

【図１４】

【図１５】

■ご用意ください。
・ 躯体への取付ねじ　

（推奨）　天井ブラケット用
　　　　      ① Ｍ５十字穴付きトラス小ねじ
　　　　　　  または

　　　　      ② φ４.５十字穴付きトラスタッピンねじ

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

・ 充電ドライバー　　・ プラスドライバー　

・ 呼び２六角棒スパナ（M４止めねじ固定用）

・ 呼び１３スパナ（傾斜ブラケットＭ８ボルト調整用）

縦カーブレールの傾斜は 12mm/1000mm が自由走行として理想です。　　

【傾斜スピードについて】　

傾斜角度を大きくする場合は、必ず手を添えて移動させてください。

縦カーブレール
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【取付調整金具　寸法図】

【取付調整金具】 について 取付調整金具には取付用の穴があいています。
φ８.２の側面穴は吊り下げ納まりにした場合、振れ止め用金具の取付けに
利用してください。　　

躯体への取付ねじは付属しません。ご用意ください。

● 天井取付の
　　場合　

18 -18中央吊り
取付調整金具

天井ブラケット

取付調整金具を
回転させる
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２－Ｍ５タップ
１５ ３６

角度調整　０～１５°

調整代　
３２～６２

Ｍ８ 十字穴付き
   六角ボルト

座

L型金具

六角ボルトを軸に座が傾きます。

位置調整

左右および傾き調整後、固定ナットを締めてください。

縦カーブレール

傾斜 
推奨：12mm/1000mm

（躯体）

２．天井ブラケットをレールに
　　挿入します。 　　　　　　　　　　　　　　　　【図１４】 ②

３．天井ブラケットを傾斜ブラケットに
　　組付けます。　　　　　　　　　　　　　　【図１４】 ③

１．傾斜ブラケットを躯体へ取付けます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【図１４】 ①

傾斜ブラケット

天井ブラケット

Ｍ５×１２ なべ小ねじ
（３点セムス）

｝※躯体への取付ねじ・ナット

　 （別途ご用意ください）    推奨：Ｍ８

躯体に先付け

② 天井ブラケット挿入

③ 組付け

（躯体）

① 傾斜ブラケット取付け

【図１５】

※吊りボルトは
　 別途ご用意ください。

　   　　　　推奨：Ｍ８

※３
１０mm以内

※３ 吊りボルトは可動座の下面より
　    10mm以内にしてください。

吊元から左右に１８mm調整ができます。　
｝※

取付調整金具用
　③ Ｍ８ボルト・ナット

固定ナット

固定ナット

注)　・吊り下げ物を吊るす場合、
　　　　複車に衝撃を加えないでください。
　　　　脱輪する可能性があります。
　　
　　　・複車を25度以上傾けると
　　　　天井ブラケットと接触します。

　　　・複車の戸車にガタツキが発生した
　　　　場合、速やかに交換してください。

　　　・ストッパーに大きな衝撃を
　　　　加えないでください。

　　　・取付ビスの緩みを定期的に
　　　　ご確認ください。



天井面に取付ける前では
レール溝内を移動できます。

吊り下げ物を吊り込む際、複車に衝撃を加えないで

ください。脱輪する可能性があります。

マテハン用部品　パイプレール仕様　ＭＴＣ型   取付説明書

レール、天井ブラケットの取付け１

施 工 方 法

エンドストッパーの取付け３

複車の取付け２

レール溝カバーの取付け

レールの連結

カーブレールの取付け

【図１１】

レール端部より複車を挿入します。

取付調整金具に天井ブラケットを
なべ小ねじ（付属品）で組付けます。

レール端部にエンドストッパーを
挿入し、レールにドリルねじ（付属品）

で固定します。

カーブレールの両端と中央の３か所にブラケットを
入れてください。

レールを継ぐ場合は、上記                        を参照して
ください。

１．天井ブラケットピッチ内に納まるように両端をカットして
　　ください。(レール溝カバー長さ720mm)　

２．レール溝カバーに止めねじを底面から出ない程度に
　　ねじ入れます。

１．連結部品に止めねじを底面から出ない程度に
　　ねじ入れます。

３．レールに挿入後、呼び２六角棒スパナで
　　止めねじを固定します。

複車が大きく振れることが想定される場合や
レール溝のほこり防止の為に取付けてください。

天井ブラケットピッチ
500～750mm

取付ねじ

（別途ご用意ください。）

【図２】

３．躯体等に取付けます。

１．天井ブラケットをレールに
　　差し込みます。

２．連結するいずれか一方のレール溝に連結部品と
　　付属の連結ピンを半分程挿入し、呼び２六角棒
　　スパナで止めねじを固定します。

３．他方のレールを継ぎ合わせ、連結部品と連結ピンを
     レールの継ぎ中央まで移動させ、止めねじで固定し
　　ます。

一方のレール溝に連結部品と連結ピンを挿入しておき、
レール同士を合わせながらマイナスドライバー等で部品
端部をたたき、レールの継ぎ中央まで移動させる方法も
あります。

【図１】

【図４】【図３】

【図８】

【図１０】【図９】

【図５】

【図６】

【図１２】

【図１３】

【図７】

レール溝カバーの
　　　　　　　　　取付け

縦カーブレールの
　　　　　　　　　取付け

カーブレールの
　　　　　　　　取付け

レールの連結　

２. 右ページを参照し、必要に応じて
　　部品を取付けてください。

【取付調整金具】　を使用する場合

【取付調整金具】　を使用しない場合

天井ブラケット

レール

※２

レール端部および連結部では
100mm以内に天井ブラケットを取付けて
ください。

天井ブラケットのみで躯体への取付ねじは
付属しません。ご用意ください。

エンドストッパーの凸部(右図参照）を
レールの溝に入れ、回転しない
ことを確認してください。

【図１】　【図２】

【図４】

【取付調整金具】　を使用する場合

【図３】

【図６】　【図７】

【図５】

レールの連結

カーブレール

天井ブラケット  ３か所

連結部品・連結ピン

連結ピン　２本

（波型ロールピン）

連結部品

※レール両端部に30mm程度余裕がない場合

φ４×１３
 ドリルねじ（なべ）

天井ブラケットピッチ
500～750mm

レールの連結 レールの連結
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※２
　天井ブラケットの挿入向きは底辺の傾きが交互に
  なるよう必要数を挿入してください。
　（推奨）

底辺の傾き

連結部品

連結ピン

縦カーブレールの
　　　　　　　　　取付け は 裏面ご覧ください。

【天井ブラケット　寸法図】

③ レールに挿入後、
　　　止めねじを固定

天井ブラケットピッチ
500～750mm
以内

止めねじ部分

① 必要寸法にカット

止めねじ部分

カット

カット

止めねじ部分は切り落とさないで

ください。

Ｍ４×８ 
六角穴付き止めねじ

止めねじを固定

レール

② 止めねじをねじ入れる

Ｍ４×８ 
六角穴付き止めねじ

呼び２ 
六角棒スパナ
 （ご用意ください） 

連結ピン

連結部品

止めねじを固定

レール

止めねじを
ねじ入れる

【図１３】 ③

【図１３】 ②

【図１３】 ①

【図１２】 

【図１０】 

【図９】 

【図８】 

【図１１】 

レール

凸部

凸部

エンドストッパー

推奨：Ｍ５十字穴付きトラス小ねじ
またはφ４.５十字穴付きトラスタッピンねじ
　　　　　　　　　

レール端部
100mm以内

取付調整金具

｝※躯体への取付ねじ・ナット

　 （別途ご用意ください）

　   　　　　　　推奨：Ｍ８

（躯体）

躯体に先付け

移動可能

【取付調整金具】 について は 裏面ご覧ください。

Ｍ５×１２ なべ小ねじ
（３点セムス）

呼び２ 
六角棒スパナ
 （ご用意ください） 

取付面の傾き

連結部品

レール溝カバーカット長さ
=天井ブラケットピッチ-30

レールを左右に動かせない場合、
複車も挿入してください。

複車をレールの端部から挿入できない
場合は、複車を先に挿入してください。

レールをカットする場合、レールの長手方向に対して
垂直にカットしてください。

100mm以内
100mm以内


